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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





第 70 回関西茶業振興大会愛知県大会の開催について 

園芸農産課 

関西・東海地区６府県（愛知、岐阜、三重、滋賀、京都、奈良）の茶の特徴を

明らかにし、生産技術や品質向上を図るとともに、茶の国内外需要の増進、６府

県の茶業振興、並びに日本茶業の発展に寄与することを目的に、６府県の輪番で

関西茶業振興大会を開催しています。今年度は６年ぶりに愛知県で開催中です。 

１ 関西茶業振興大会の概要 

大会の主要行事は、①茶品評会、②入札販売会、③大会式典及びＰＲイベン

トです。茶品評会及び入札販売会はすでに終了しており、下記の審査結果及び

販売実績となりました。 

(1) 茶品評会 

日 時：平成29年８月１日（火）～３日（木） 

出品数：５茶種（普通煎茶、深蒸し煎茶、かぶせ茶、玉露、てん茶）計570点 

成 績（愛知県分） 

産地賞：かぶせ茶の部で豊田市、てん茶の部で西尾市が受賞 

個 人：かぶせ茶の部で豊田市の籔押博茂氏が、てん茶の部で豊田市の 

石川龍樹氏が最高賞である農林水産大臣賞受賞 

(2) 入札販売会 

日 時：平成29年９月14日（木） 

参加者：90業者 

平均落札単価（１kg当たり） 

 普 通 煎 茶 11,559円 かぶせ茶 11,683円 て ん 茶 22,676円 

 深蒸し煎茶  6,423円 玉  露 56,269円 全茶種計 17,389円 

２ 大会式典及びＰＲイベント 

12月に開催するＰＲイベントでは、茶業関係者の 

 みならず、一般の方も楽しめる企画を用意しており 

ます。皆様の御来場をお待ちしています。 

開 催 日：平成29年12月16日（土） 

開催場所：豊田市民文化会館 

（豊田市小坂町12－100） 

参 加 費：無料 

内  容：大会式典（品評会の表彰式等）、出品 

     茶の展示、茶業機資材展、無料呈茶、 

     抹茶石臼挽き体験、出品茶販売、抹茶 

スイーツ販売、トークショーなど 

  問合せ先：園芸農産課 特用作物グループ 

       電話 052-954-6416(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

大会式典（H23） 

無料呈茶（H23） 
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新城市、設楽町でライスセンターを機能増強 

新城設楽農林水産事務所

 ＪＡ愛知東では、３か所のライスセンター（以下、「ＲＣ」）にそれぞれ色彩

選別機の新規導入及び関連装置の増強を行いました。平成 29 年３月に竣工し、

８月から荷受を開始しました。 

１ 導入の経緯 

  新城設楽地域では、年々、カメムシ

被害の増加が問題となっていました。

また、消費者の嗜好の変化から着色米

等の混入がない良品質米を求める声

が大きく、消費者ニーズに応え、品質

改善と販売強化を行うため、施設整備

に取り組みました。新城ＲＣは平成

28 年度強い農業づくり交付金を、設

楽町の名倉ＲＣと津具ＲＣは平成 28

年度産地パワーアップ事業を活用し、

機能増強を行いました（表１）。 

２ 各ＲＣの特徴

新城ＲＣでは、籾摺り精度を高めつつ、色彩選別機によりカメムシ被害米、

着色米を除去することで一等米比率を向上させます。また、品質分析を行い、

施肥等生産技術を見直すことでタンパク質含量の低下を図り、良質な米の生産

を通した農家所得の安定を目指しています。

  名倉ＲＣと津具ＲＣでは、色彩選別

機の導入とともに、乾燥機を増強して

酒米・掛米等の契約米の乾燥と調製を

一括することで米の品質を安定させ、

取引を行う醸造会社、管内消費者、地

元学校給食の契約数量の増加を図っ

ています。特に酒造好適米（夢山水）

や掛米（加工用米チヨニシキ）の売買

契約を地元醸造会社等と結ぶことで、

安定した価格での買い取りが行われ、

農家所得の安定が期待できます。 新城ＲＣの色彩選別機

表１ 各ＲＣの事業概要
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東京都生鮮物輸出協議会と産地の協力による輸出促進の取組 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

 東京都中央卸売市場で青果、花き、水産を取り扱う卸売業者３社注１が中心となって

輸出促進に取り組む「東京都生鮮物輸出協議会」では、平成 29 年度の活動として、

本県を始めとした５県注２の輸出促進協議会等と協力し、インドネシアへの輸出促進に

向けた取組を実施しています。

この取組の一環として、平成 29 年９月 26 日（火）に、東京都品川区の在日インド

ネシア大使館で、輸出の規制緩和に向けた意見交換及び青果物等の試食が実施されま

したので、概要を報告します。

注１ 東京青果株式会社、株式会社大田花き、中央魚類株式会社

注２ 青森県、茨城県、愛知県、岡山県、福岡県

１ 規制緩和に向けた意見交換会 

  意見交換会では、在日インドネシア大使館 

のダデン農業担当官に対し、日本産青果物の 

輸入に対する規制緩和に向けた要望を行い

ました。

現在、インドネシアへの輸出においては、 

特定の品目に輸入枠が設けられているほか、

多種類にわたる化学物質の残留検査が必要

となること、特定の港でしか水揚げが認めら

れず、輸送時間がかかるため品質劣化が懸念

されることなどが障壁となっており、これら

の規制緩和が課題となっています。 

ダデン農業担当官からは「これらの規制撤廃は、二国間の政府交渉の議題として 

もらうことが良い」、としながら「民間企業の動向が政府間交渉に影響を与える。

今後ともこうした活動を継続させることが良い」といったコメントがありました。 

２ 大使館関係者の家族を対象とした試食会 

試食会では、インドネシア大使館関係者の配偶者を対象に、ぶどうやりんご、桃、

柿など、本取組に協力する５県を中心に出品された果実等の試食が行われたほか、

バラ、トルコキキョウ、クレマチス、グロリオサ等の花きが展示されました（表１）。

意見交換会の様子 
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  本県からはＪＡ豊橋の次郎柿（ハウス栽培）及びミニトマトが試食され、花きで

はＪＡあいち中央のグロリオサ、ＪＡひまわりのバラが展示されました。試食され

た次郎柿については、参加者から「柿はインドネシアにもあるが、もっと小さい。

次郎柿は硬いのに甘いので驚き。しっかりした食感が良く美味しい」といった声が

聞かれたほか、ミニトマトでは「インドネシア国内ではまだ一般的ではないが、美

味しい」と、高く評価されました。

  試食会に係るアンケート結果では、次郎柿は約８割、ミニトマトは約９割の参加

者が「大変美味しい」、「美味しい」と評価したほか、花きについては、ＪＡひまわ

りのバラが最も人気を集める結果となりました。

表１ 試食会の出品品目一覧 

品目（品種・ブランド名） 産 地 備考 

りんご（早生ふじ、トキ） 青森県  

桃（さくらもも） 山形県  

ミニトマト 愛知県  

柿（次郎柿） 愛知県 ハウス栽培 

梨（新高） 茨城県  

甘藷（シルクスィート） 茨城県 展示のみ 

ぶどう（ニューピオーネ、瀬戸ジャイアンツ） 岡山県  

みかん（早味かん） 福岡県  

３ 今後の取組 

  東京都生鮮物輸出協議会では、インドネシアへの輸出促進に向けた取組として、

11 月にジャカルタにおいて流通調査、試食宣伝会を実施する予定です。

  インドネシアへの輸出に向けて解決すべき課題は山積している状況ですが、本取

組によりその突破口が開かれることで、本県産青果物の需要拡大が図られることに

期待したいと思います。

試食に呈された果実 展示された花き 
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図１ 小麦作付面積の推移 
注．29 年産までは実績、30 年産以降は計画。 

小麦品種「きぬあかり」・「ゆめあかり」の普及拡大に向けた取組について 

 園芸農産課

１ 愛知県の小麦作について 

小麦は重要な転作作物で、

愛知県では作付のほとんどが

水田で行われています。一方

で小麦は湿害に弱く、愛知県    

で安定した栽培を行うために 

は、湿害に強い品種の育成が 

不可欠でした。

そこで、愛知県農業総合試  

験場は、日本めん用の品種と  

して「きぬあかり」を開発し     

ました。本品種は、湿害に強 

く多収で、平成 24 年から本格 

的な栽培が始まりました。そ 

の後、品質や収量性が認めら 

れ、急速に普及し、平成 29 年産の作付面積は 4,635ha で、本県の小麦全作付

面積の約 86％を占めています（図１）。 

また、消費者及び実需者からはパン・中華めん用小麦の開発が求められ、愛

知県農業総合試験場は平成 23 年に「ゆめあかり」を開発しました。本品種は

平成 26 年に品種登録された後、平成 28 年に奨励品種に採用され、今後の普及

拡大が見込まれています。 

２ あいちの小麦の知名度向上への取組 

「きぬあかり」の知名度向上を図るために、平成  

25 年 7 月から、県、生産者団体及び小麦実需者団体  

をメンバーとして、「『きぬあかり』普及推進プロジ  

ェクトチーム」を発足しました。ここでは、「きぬあ  

かりシンボルマーク」の活用やブースター（「きぬあ  

かり」の熱烈なファン）の募集、メールによる情報  

発信等を行ってきました。 

平成 29 年度からは、「ゆめあかり」も含めた、「あ  

いちの小麦『きぬあかり』『ゆめあかり』普及推進プ 

ロジェクトチーム」として普及に向けた取り組みを 

行っています。 「きぬあかり」のＰＲ活動 
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表１ 「きぬあかり」品質目標（平成 29 年現在） 
たんぱく質

含量 
灰分 容積重 

フォーリング

ナンバー

9.0～9.5％ 1.50％以下 840g/l 以上 300 以上 

「きぬあかり」の 

シンボルマーク 

  また、平成 27 年度からは国の地方創生推進交付金  

事業を活用し、あいちの小麦のＰＲ活動を行っていま  

す。具体的には、「きぬあかり」を使用した商品及び  

店舗を紹介した「きぬあかり」ガイドブックを作成し、 

各種イベント等で配布して消費者への知名度向上を  

図りました。「ゆめあかり」についてもホームページ  

における品種特性の紹介や、「きぬあかり」と併せた  

各種イベントでのＰＲ活動等を行い、普及拡大を働き 

かけました。 

３ あいちの小麦の品質向上への取組 

小麦は様々な加工食品の原料であり、実需者からは安定した品質が求められ

ています。そこで、平成 26 年度に、生産者団体と実需者団体と一緒になって

「きぬあかり」の品質目標を定める（表１）とともに、目標達成に向け課題等

を整理する「生産技術検討会議」を行いました。この会議は平成 27 年度以降

も毎年行っており、県内の

産地ごとに前年産の品質

分析結果と栽培法の報告、

次年産に向けた取組等を

検討しています。 

また、将来的な生産拡大が見込まれる「ゆめあかり」においても品質目標を 

定め、生産安定に取り組みます。 

４ 今後の展望 

  今後は、「きぬあかり」、「ゆめあかり」の両品種に

ついて、生産安定のための取組を進めるとともに、

消費拡大に向けたＰＲ活動にも積極的に取り組んで

いきます。

  平成 29 年度は、両品種を使用する事業者との実需

者交流会による用途拡大及び商品開発の促進、「ゆめ

あかり」のシンボルマーク作成等を計画しており、

「きぬあかり」、「ゆめあかり」に関する情報を広く

発信して認知度を高め、消費の拡大を図ることを目

指します。 

「きぬあかり」ガイドブック 

6



最高賞のメロン 

消費者ＰＲを兼ねた品評会「クラウンメロン品評会 in 名古屋」 

食育消費流通課 

 温室メロンのトップブランド産地である静岡県温室農協クラウンメロン支所が、名古屋市

の卸売会社（セントライ青果、名古屋青果）との共催で 10 月 21 日（土）に「クラウンメロ

ン品評会 in 名古屋」を名古屋駅前のキャッスルプラザホテルで開催しました。 

１ 「クラウンメロン品評会 in 名古屋」について 

  この品評会は、消費者に最高品質のクラウンメロンを知 

ってもらうため、元々浜松市や静岡市など地元で開催され 

ていました。しかし昨年、さらに多くの消費者にＰＲする 

ことを目指して大消費地である首都圏で開催され、今年は 

初めて中部圏の中心である名古屋市で開催されました。 

２ 品評会の様子 

  品評会には、200 名を超える生産者から選抜された 40 名  

のメロンが出品されました。審査は一般に公開されていま  

せんが、市場関係者、果物店、消費者代表として長島観光  

サービス、東海テレビアナウンサー等の計 10 名が参加し、 

出品物を評価したとのことです。 

  その後、訪れた一般客約 400 名が出品物の試食を行い、 

最高品質のメロンを味わいました。 

３ 消費者等を交えた品評会でのＰＲ 

  農産物の品評会は、生産者の品質レベルの向上や生産振興等を 

目的に毎年様々な場所で開催されています。本県でも愛知県果樹  

振興会等との共催で、「ぶどう」や「いちじく」等で「あいちの 

フルーツコンテスト」並びに消費拡大イベントとして「あいちの  

フルーツフェア」を開催しています。 

今回のような産地を離れて消費地でのＰＲを兼ねた品評会は、  

市場等でも多く行われています。市場で開催すれば、卸や仲卸へ 

のＰＲ効果が大きく、最高賞になれば、祝儀価格での取引やその 

生産者の荷は高値での取引も期待できます。 

今回の品評会は、販売への効果だけではなく、消費拡大のＰＲ 

イベントとしても面白味があり、今後、ブランド力強化のための  

ツールとしての活用も期待できると感じました。 

品評会会場入り口 

試食会の様子 
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ＪＦＩトレードフェアへの出展について 

園芸農産課 

本県では、全国一の花き生産を誇る「花の王国あいち」として、県産花きの輸出の取組を

一層促進するため、本年度、愛知県、ＪＡあいち経済連及び愛知県花き温室園芸組合連合会

による「あいちの花き輸出促進実行委員会」（以下「実行委員会」という。）を設立しました。

この実行委員会では、花き展示商談会等への出展及び海外バイヤーに対する産地ツアーを

実施し、県産花きの品質の高さをＰＲすることを本年度計画しています。 

今回は、愛知豊明花き地方卸売市場で開催されたＪＦＩトレードフェアに出展し、海外で

目新しいと思われる夏から秋にかけて出回る県産花き品種を展示しましたので紹介します。 

１ トレードフェアの出展内容 

ＪＦＩトレードフェアは豊明花き株式会社が主催

する園芸見本市で、９月30日（土）に愛知豊明花き

地方卸売市場内で開催されました。フェアには海外

を含む各地の生産・流通・販売関係者が参加して商談

や情報交換を行いました。実行委員会からは県産の

花材を展示して香港、シンガポール、ロシア、ドバイ

（ＵＡＥ）の４か国の海外バイヤーにアンケートを

実施するとともに、展示品種の意見等を伺いました。 

〇トレードフェアにおける展示花材 

・グロリオサ：セントレア マスコットイエロー、ロイヤル、パールホワイト、 

プレシャスムーン 

 ・スプレーバラ：コンキュサーレ、シトラスジュエル、ヴァンルージュ、エルヴァレンジ、    

テディベアー、シランス 

 ・スプレーギク：アナスタシア ダークライム、ノーマンサニー 

 ・サマースイートピー 

 ・ケイトウ：麗炎 

 ・クルクマ：シャローム 

 ・蓮台 

２ 出展結果

全てのバイヤーが、グロリオサやサマースイート  

ピー、バラのコンキュサーレ、エルヴァレンジなど 

日本オリジナル品種に強い興味を持たれました。特

にサマースイートピーでは、１年草のスイートピー

よりも花の色が純白なことや、ピンク系があることに興味を示し、取り扱ってみたいなど

の意見もありました。

実行委員会では、今回のトレードフェアでの意見をとりまとめ、各産地に情報を提供し、

次回の展示に向けた品種選定を進める予定です。

フェアで展示した花材 

花材を評価するバイヤー 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 １３７ １３６ ６８８ ６８４ －
(９９％) －

－
２９年見通し ９０ － ７５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

27年、28年と豊作基調だったが、本年は 本年は、例年に比べて特に入荷量が少なく
春先の低温などもあり、入荷は大幅に落ち なることが見込まれるため、市場に出荷する
込む見通し。中生品種の入荷状況も良くな ぎんなんの数量確保をお願いしたい。
いが、特に晩生品種の出来が悪い。サイズ また、消費者からは大玉が好まれるため、
はＬから２Ｌが中心で、前年産と比較して 大玉の生産に重点を置いた栽培管理をお願い
やや大玉が増加すると思われる。 したい。

入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：カリフラワー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 ３，００２ １６０ ２９４ ３１１ 茨城（１７％）
(５％) 長野（１７％）

新潟（１２％）
２９年見通し ３，０００ － ２６０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産の入荷は10月から始まり、例年、 愛知産は、量的には少ないものの高品質で
厳寒期の12月～２月にピークを迎える。 高く評価されている。カリフラワーは業務色

本年は、愛知や関東産地で10月の長雨・ が強い品目なので、引き続き８玉中心で安定
台風による傷みや葉が飛んだことによる花 した出荷をお願いしたい。
蕾の日焼け等が出ており、入荷量の減少と また、ロマネスクや色付きのものは、クリ
品質低下が予想される。厳寒期を狙う福岡 スマス前の１週間が需要ピークとなるため、
や長崎などの産地は、年末・年明け頃から これに応じた出荷を心がけてほしい。その中
本格化する。 でも色付きのものは発色の良さが評価される

入荷量は少なかった前年並で、価格は前 ので、選別の強化を図ってほしい。
年をかなり下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の１１月の見通し

１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３５，２７２ 176 165 171 北海道 33%
２５年 ３４，１４１ 178 181 176 愛知 21%
２６年 ３２，８０４ 223 230 242 茨城 10%
２７年 ３５，１０９ 187 177 162 長野 9%
２８年 ３１，２６５ 288 277 236

５ ヵ 年 平 均 ３３，７１８ － － －

２９年見通し ３３，９００ － － －

２４年 ２，２４５ 73 66 63 愛知 46%
２５年 ２，３８７ 97 99 94 千葉 42%
２６年 ２，０７５ 63 64 64 青森 4%
２７年 ２，２１０ 81 57 50 長崎 3%
２８年 １，８３０ 157 166 116 神奈川 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，１４９ 92 88 76

２９年見通し ２，１００ 70 70 70

２４年 １，９０７ 95 106 100 北海道 51%
２５年 ２，１０１ 147 196 208 愛知 30%
２６年 １，９０７ 79 91 108 岐阜 7%
２７年 １，６７２ 135 143 129 青森 7%
２８年 １，７０２ 241 232 147 中国 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８５８ 137 153 140

２９年見通し １，９００ 100 120 110

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１７１
１８２
２３３
１７７
２６７

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

６７
９５
６１
６０

１４５

８４  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２０６

１６３

　北海道、愛知、茨城などが中心となる。
10月前半は天候に恵まれ潤沢な入荷の一方
で、価格は低迷した。後半の気温低下及び
台風による価格上昇の可能性もあるが、現
時点では11月も順調な入荷を予想。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に上回る見込み。

１１０

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉を中心に、青森の終盤ものな
どが入る。青森の残量はやや少ないが、愛
知と千葉からは順調な入荷が見込まれる。
価格は横ばいで推移する見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

１３４

　北海道を中心に愛知、岐阜などから入荷
する。昨年は北海道産が台風の影響で品薄
となり高値だったが、今年は平年並の入荷
となる見込み。愛知などの入荷も始まり、
産地は平坦地に移行していく。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に

ん

じ

ん

９７
１５６
９０

１３５
１９５

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １２９，９７２ 198 198 200 茨城 23%

２５年 １２５，２８７ 245 247 256 千葉 19%
２６年 １２６，３３６ 189 191 211 北海道 18%

２７年 １２７，７００ 209 188 188 愛知 4%
２８年 １２０，５８０ 310 295 266 埼玉 4%

５ヵ年 平均 １２５，９７５ － － －

２９年見通し １２５，０００ － － －

２４年 １２，８７８ 66 56 57 千葉 64%

２５年 １２，６５４ 89 94 87 神奈川 17%

２６年 １３，１８０ 51 50 55 茨城 8%
２７年 １２，７２６ 71 51 41 青森 5%

２８年 １２，４８５ 141 136 95 栃木 2%

５ヵ年 平均 １２，７８５ 83 77 67

２９年見通し １３，０００ 80 75 70

２４年 ７，７６３ 112 119 137 千葉 54%
２５年 ６，８４３ 138 165 182 北海道 25%

２６年 ７，８８３ 78 89 89 中国 6%

２７年 ７，６８６ 121 133 120 青森 6%
２８年 ６，９１２ 233 227 180 埼玉 4%

５ヵ年 平均 ７，４１７ 134 144 140

２９年見通し ７，６００ 90 100 95

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２９０

２５０

１９６
１９５

 前年及び本年の

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１９９

２５０

だ

い

こ

ん

６０

９０
５２

５４
１２４

７６

７５

 入荷量・価格の動き

２２５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９５

に

ん

じ

ん

１２４

１６２

８５
１２４

２１１

１３９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　葉茎菜類は終盤の長野、関東産地からの
入荷となる。台風により正品率は低い。果
菜類は西南暖地、関東産地からの入荷とな
る。入荷量は平年並が見込まれるが、曇雨
天の影響に懸念あり。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　千葉を中心に神奈川、茨城などから入荷
する。主力の千葉は台風21号による塩害で
正品率の低下が予想される。上旬までは台
風後のほ場管理(防除)等が重なり入荷量は
伸び悩むが、中旬以降は回復する見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
となった前年を大幅に下回る見込み。

　千葉、北海道からの入荷が中心となる。
前年の豪雨被害から回復した北海道は最終
盤の出荷が残る。関東産地は台風被害が散
見されるも入荷量は前年を超える見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年、平年ともに大幅に下回る。

東京 都中 央卸 売市 場
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１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３，６００ 62 51 47 茨城 61%
２５年 ３，４６６ 91 101 76 愛知 20%
２６年 ３，６５８ 38 43 42 長野 16%
２７年 ３，５３５ 66 50 39 岐阜 1%
２８年 ３，１３１ 200 139 103

５ ヵ 年 平 均 ３，４７８ 88 75 60

２９年見通し ３，５００ 50 50 50

２４年 ４，０５５ 48 45 47 愛知 58%
２５年 ３，８８２ 108 113 127 茨城 33%
２６年 ３，７４９ 55 61 78 長野 3%
２７年 ３，２８５ 119 75 50 秋田 2%
２８年 ３，１３０ 248 184 121 北海道 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，６２０ 110 92 84

２９年見通し ３，６００ 50 50 50

２４年 ２７３ 505 510 585 愛知 51%
２５年 １９９ 791 767 775 岐阜 29%
２６年 ３１１ 453 452 520 茨城 13%
２７年 ４２８ 391 252 219 群馬 3%
２８年 ２９６ 721 731 453 長野 1%

５ ヵ 年 平 均 ３０２ 542 502 467

２９年見通し ４００ 400 350 300

 前年及び本年の

 前年及び本年の

５０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知、茨城を中心に入荷する。愛知と茨
城の生育状況は良好。ここまで価格が低迷
している中、さらに潤沢な入荷が見込まれ
ており、厳しい販売情勢となる見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年のみならず平年も大幅に下回
る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、愛知、長野から入荷する。長野の
残量は中旬まで残る見込み。茨城と愛知は
生育順調で入荷時期の前倒しが予想されて
おり、価格は安値となる見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

４６
１１５
６３
８０

１７８

９３

は

く

さ

い

５３
８８
４０
５１

１４４

７３

　愛知を中心に、岐阜などから入荷する。
主産地が愛知に移り、愛知と岐阜の残量な
どの入荷となるが、各産地ともに順調な入
荷となる見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５２６
７７０

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２６０
５９６

４８４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５０

キ

ャ

ベ

ツ

４６５
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １３，０７９ 50 39 37 茨城 91%

２５年 １３，８５３ 79 84 63 長野 4%
２６年 １１，９２２ 33 34 33 群馬 2%

２７年 １１，７０６ 60 45 35 北海道 2%
２８年 １４，５６０ 151 114 85

５ヵ年 平均 １３，０２４ 77 66 52

２９年見通し １３，５００ 65 65 65

２４年 １４，０００ 47 47 52 千葉 38%

２５年 １３，３００ 96 112 132 愛知 25%

２６年 １２，６８２ 53 59 79 茨城 21%
２７年 １３，５８３ 114 81 57 神奈川 6%

２８年 １３，７１７ 226 175 121 群馬 4%

５ヵ年 平均 １３，４５６ 108 95 88

２９年見通し １４，８００ 70 85 85

２４年 １，６０４ 451 426 517 群馬 38%
２５年 １，２５５ 640 648 662 茨城 21%

２６年 １，６１０ 413 382 499 栃木 12%

２７年 １，８９５ 342 273 272 千葉 10%
２８年 １，２９２ 689 674 501 埼玉 8%

５ヵ年 平均 １，５３１ 487 457 474

２９年見通し １，４００ 510 450 450

キ

ャ

ベ

ツ

ほ

う

れ

ん

そ

う

４６１

６５１

 入荷量・価格の動き

６５

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

６５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６３

８３

は

く

さ

い

４２
７５

３３
４７

１１６

 前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４２６
２９５

６１２

４６９

　茨城からの入荷が中心となる。９月の好
天により生育、肥大は順調だが、台風21号
による冠水の影響で傷みが出ており、入荷
量は平年並だが正品率は低い。出荷のピー
クは11月上中旬と見込まれる。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は高値の前年を大幅に下回る見込み。

　千葉、愛知、茨城からの入荷が中心とな
る。台風21号の影響は生育初期のものに出
ているが、収穫期を迎える作柄への影響は
少ない。病害が懸念されるも、11月時点で
の入荷量への影響は少ないと見込まれる。
　入荷量は小玉となった前年をかなり上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。ここまでの前進出荷と10月の曇
雨天の影響で入荷は停滞気味も、11月は天
候回復に伴い入荷量の増加が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は夏
場の高値の反動もあり前年を大幅に下回る
見込み。

４９

１１３

１７２

９６

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １，３１１ 333 327 320 長野 19%
２５年 １，１９４ 356 359 389 北海道 18%
２６年 １，２１３ 271 280 330 秋田 11%
２７年 １，２１９ 280 305 325 富山 10%
２８年 １，１４９ 426 453 398 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，２１７ 332 343 351

２９年見通し １，２００ 330 330 330

２４年 １，３６２ 207 203 280 茨城 49%
２５年 １，４９８ 288 284 370 兵庫 35%
２６年 １，８７１ 130 132 202 愛知 8%
２７年 ２，００２ 135 111 140 静岡 3%
２８年 １，６１２ 317 290 261 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 １，６６９ 208 196 241

２９年見通し １，８００ 130 140 150

２４年 ９７８ 375 348 324 愛知 33%
２５年 ８９７ 616 423 392 宮崎 21%
２６年 ８５３ 277 282 296 群馬 14%
２７年 ９４１ 255 258 386 高知 11%
２８年 ８７６ 537 467 367 山梨 6%

５ ヵ 年 平 均 ９０９ 411 355 353

２９年見通し ９００ 270 270 360

２８８
２９７
４２３

３３９

品
目
名

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長野、富山などを中心に入荷す
る。前年は北海道などの入荷が天候不順等
の影響で減少したが、本年は各産地とも順
調な入荷見込み。愛知は中旬から増量する
と見られる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

レ

タ

ス

２２６
３１１
１５０
１２７
２９０

２１３  前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、茨城を中心に愛知などから入荷す
る。各産地ともに生育良好で順調な入荷が
見込まれる。茨城では入荷時期の前倒しが
予想され、下旬には荷が少なくなる可能性
もある。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

抑制産地から愛知、宮崎などの促成産地に
切替わる。愛知や西南暖地がやや遅れ気味
で上旬に端境期に入るが、各産地とも生育
状況は良好。中旬以降は順調な入荷が予想
される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

３８４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ６，２１９ 304 306 276 青森 16%
２５年 ６，５７８ 284 308 315 秋田 16%

２６年 ６，００４ 233 245 267 茨城 10%
２７年 ５，５９８ 273 277 287 千葉 9%

２８年 ５，５１６ 416 420 360 新潟 8%

５ヵ年 平均 ５，９８３ 300 310 300

２９年見通し ５，５００ 320 310 270

２４年 ６，３３５ 176 185 266 茨城 65%

２５年 ６，９７０ 255 249 349 静岡 8%
２６年 ７，３８４ 111 118 185 兵庫 8%

２７年 ８，５６３ 128 94 132 栃木 4%
２８年 ６，８２７ 303 295 253 千葉 3%

５ヵ年 平均 ７，２１６ 191 183 231

２９年見通し ７，５００ 170 150 130

２４年 ４，７９２ 361 336 347 埼玉 30%
２５年 ４，５５１ 572 438 398 群馬 24%

２６年 ４，５４７ 344 414 431 宮崎 15%
２７年 ４，７８４ 249 269 418 千葉 8%

２８年 ４，４３２ 500 460 391 高知 7%

５ヵ年 平均 ４，６２１ 403 381 397

２９年見通し ４，４００ 420 380 355

２４４

２７９

３９８

３０２

品
目
名

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、秋田の出荷最盛期がずれ込み、茨
城など関東産地からの入荷も本格化する。
青森は長雨の影響から収穫が遅れ11月入荷
は増える見通し。関東産地は台風による葉
折れ等の品質低下が懸念される。
　入荷量は前年並、価格は高値だった前年
を大幅に下回る見込み。

レ

タ

ス

２０５
２８５

１３５
１１７

２８４

２００  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に兵庫、静岡などから入荷す
る。台風の影響は今後の状況次第だが、傷
みや病害を回避するため、収穫が前進する
可能性も。入荷量は平年並と思われるが、
早穫り分は小玉に傾くと見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は品
質低下等もあり前年を大幅に下回る。

 前年及び本年の

３８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３５６

　埼玉、群馬、宮崎からの入荷が中心とな
る。作付、生育とも順調に進んでいたが、
10月の低温と曇雨天により生育遅延、出荷
減となった。価格は上旬は高値が続き、入
荷量の回復に伴い下がると見込まれる。
　入荷量はやや少なかった前年並で、価格
は前年をかなり下回る見込み。

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４７１ 339 379 384 愛知 46%
２５年 ４１６ 454 458 450 熊本 42%
２６年 ４４１ 384 408 431 山梨 5%
２７年 ４６９ 335 347 365 高知 5%
２８年 ４２８ 405 491 477 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 ４４５ 381 414 420

２９年見通し ４５０ 330 350 370

２４年 ８２３ 570 576 427 熊本 38%
２５年 ８３４ 422 465 521 愛知 25%
２６年 １，１１６ 332 313 321 三重 18%
２７年 １，３６１ 336 261 219 岐阜 15%
２８年 ７６１ 541 541 654 長野 1%

５ ヵ 年 平 均 ９７９ 421 404 396

２９年見通し １，１００ 400 370 350

２４年 ２８２ 1,154 904 805 愛知 55%
２５年 ３２４ 727 748 774 熊本 37%
２６年 ３５５ 702 628 613 和歌山 4%
２７年 ４５３ 772 582 443 北海道 2%
２８年 ２７６ 1,126 1,087 1,150 長野 1%

５ ヵ 年 平 均 ３３８ 870 760 718

２９年見通し ３５０ 800 700 600

な

す

３６２
４６０
４０５
３４６
４５３

４０３  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。両県とも
に病害虫も少なく作柄良好で、順調な入荷
となる見通し。台風の影響が懸念される
が、現状では上旬から入荷量が徐々に増加
し、中旬以降は潤沢になると見られる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ト

マ

ト

５１８
４６５
３２２
２６７
５７２

４０３  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知などを中心に入荷する。昨年
は晩夏から初秋の天候不順の影響で入荷量
が大きく減少したが、本年は各産地ともに
生育良好。順調な入荷となる見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９５９
７５６
６５８
５８０

１，１２２

７８２  前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。トマトと
同様に天候不順により入荷減となった前年
に対して、本年は愛知、熊本ともに天候に
恵まれ順調な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ２，４２３ 325 372 431 高知 78%
２５年 ２，１８７ 484 451 485 栃木 8%

２６年 ２，３４６ 320 361 492 群馬 4%
２７年 ２，６００ 311 354 371 佐賀 3%

２８年 ２，２９０ 434 504 481 茨城 2%

５ヵ年 平均 ２，３６９ 372 406 449

２９年見通し ２，３００ 430 410 450

２４年 ４，７７４ 591 613 462 熊本 37%

２５年 ４，６０２ 424 475 545 愛知 17%
２６年 ５，６４９ 335 333 364 千葉 13%

２７年 ６，９０３ 359 278 252 栃木 9%
２８年 ３，９１２ 589 605 690 静岡 6%

５ヵ年 平均 ５，１６８ 443 437 434

２９年見通し ５，１００ 370 340 340

２４年 １，２８１ 1,136 834 780 熊本 31%
２５年 １，５１９ 677 670 695 愛知 24%

２６年 １，６８６ 608 544 563 千葉 9%
２７年 ２，１３７ 709 531 432 茨城 8%

２８年 １，２１６ 1,072 1,009 1,099 静岡 6%

５ヵ年 平均 １，５６８ 807 684 671

２９年見通し １，５００ 800 690 670

品
目
名

前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

９１５

６８１
５７２

５５１

１，０６１

７１９

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、千葉からの入荷が中心とな
る。着色遅れが散見されるも影響は少な
く、階級はＬ・Ｍサイズ中心。曇雨天によ
る花飛びが見られるが、入荷への影響は12
月から年明けと予想される。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年、平年ともに大幅に下回る見込み。

ト

マ

ト

５５４
４８０

３４３
２９２

６２４

４３５

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に栃木などから入荷する。高
知は９月の日照不足、10月の低温による樹
勢低下が見られる。上旬まで入荷は伸び悩
むものの、徐々に回復が見込まれる。福岡
は概ね順調な生育となっている。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年をかなり下回るが平年を上回る見込み。

な

す

３７１

４７２
３７９

３４３

４８３

４０７

　熊本、愛知、茨城などからの入荷が中心
となる。前年の高値から作付面積が増え、
生育も順調なため、入荷はＬ・Ｍサイズを
中心に増加すると見込まれる。12月以降は
10月の曇雨天続きの影響が懸念される。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京都中 央卸 売 市場

100

200

300

400

500

600

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg

数量

t

月

200

300

400

500

600

700

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg

数量

t

月

200

400

600

800

1000

1200

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg数量

t

月

名古屋市中央卸売市場東 京都中 央卸 売 市場東 京都中 央卸 売 市場

17



１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ５０９ 279 271 242 鹿児島 43%
２５年 ４５９ 515 486 433 宮崎 35%
２６年 ４８８ 366 320 304 高知 12%
２７年 ５４９ 267 236 252 茨城 9%
２８年 ３９４ 631 614 521 岩手 1%

５ ヵ 年 平 均 ４８０ 397 370 339

２９年見通し ５００ 300 300 300

２４年 ２，４８４ 81 80 86 北海道 97%
２５年 ２，６４９ 99 107 98 長崎 3%
２６年 ２，７０６ 90 92 85
２７年 ２，６８５ 99 99 98 0 0%
２８年 ２，４４２ 161 175 180

５ ヵ 年 平 均 ２，５９３ 105 110 108

２９年見通し ２，６００ 90 90 90

２４年 ５，２５６ 68 67 67 北海道 100%
２５年 ４，７７４ 109 116 121
２６年 ５，９０８ 81 80 78
２７年 ６，１５９ 73 71 69
２８年 ６，３５１ 70 69 66

５ ヵ 年 平 均 ５，６９０ 79 79 79

２９年見通し ６，０００ 72 72 72

ピ

ー

マ

ン

２３６
４７０
３０２
２２８
５８４

３５０  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地が終了し、鹿児島、宮崎などの
西南暖地中心の入荷となる。他の果菜類と
同様に各産地とも作柄良好で、順調な入荷
が見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

８２
１００
８８
９７

１７１

１０７  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道が中心となり、中旬からは長崎の
秋作も入荷する。北海道、長崎ともに生育
良好で、順調な入荷が予想されており、11
月の販売情勢は厳しい見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

６６
１０９
７７
６８
６７

７６  前年及び本年の

７２  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほぼ全量を北海道から入荷する。昨年も
豊作傾向だったが、本年も豊作で潤沢な入
荷が予想される。産地では生産調整や輸出
の前倒しも行われている。
　入荷量は前年をやや下回るが平年より多
く、価格は前年をかなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

0

300

600

900

0

200

400

600

800

1,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg

数量

t

月

0

100

200

300

0

1,000

2,000

3,000

4,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

単価

円/Kg
数量

t

月

18



１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １，９１９ 216 202 210 茨城 54%
２５年 １，７５１ 544 472 417 宮崎 21%

２６年 １，７９８ 334 291 289 高知 14%

２７年 １，９０１ 292 241 250 鹿児島 8%
２８年 １，７２３ 584 601 496 岩手 2%

５ヵ年 平均 １，８１８ 388 355 328

２９年見通し １，７５０ 340 280 280

２４年 ８，２３２ 86 87 88 北海道 98%

２５年 ８，４３３ 104 106 107 長崎 2%
２６年 ７，６３３ 91 91 90

２７年 ７，０６９ 100 96 97
２８年 ７，２３５ 161 169 181

５ヵ年 平均 ７，７２０ 108 109 112

２９年見通し ７，８００ 90 90 90

２４年 １０，９６７ 71 70 70 北海道 96%

２５年 １０，１１３ 112 119 120 中国 3%

２６年 １０，７６７ 81 81 84
２７年 ９，２６５ 75 73 73

２８年 １０，７３２ 75 73 73

５ヵ年 平均 １０，３６９ 83 83 84

２９年見通し １０，７００ 75 75 75

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
北海道は大きな気象災害もなく、生育は順
調、玉伸びも大玉傾向で豊作基調となる。
計画的な出荷が行われ、安定した数量の確
保が見込まれる。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
大きな気象災害もなく順調に収穫進む。全
体的にやや小玉傾向となるが、貯蔵出荷分
も確保され、計画的な出荷が見込まれる。
　入荷量は平年並で前年をかなり上回り、
価格は前年及び平年ともに大幅に下回る見
込み。

ピ

ー

マ

ン

２１３

４７１

３０４
２６２

５５６

３５６  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に宮崎、高知からの入荷とな
る。曇雨天が続き花飛びが散見される。加
えて肥大が鈍くなっており、上旬は入荷量
が伸びない見通し。中旬以降は産地が出揃
い平年並に回復すると見込まれる。
　入荷量は前年並、価格は高値となった前
年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

８７
１０６

９１
９８

１７０

１１０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

７０

１１７
８２

７３

７４

８３  前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１０月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １２，１５６ 233 244 253 静岡 17%
２５年 １１，４０４ 278 290 292 岐阜 15%
２６年 １１，５６０ 238 268 270 愛知 10%
２７年 １０，８４７ 278 285 297 フィリピン 10%
２８年 １０，３１４ 317 316 316 和歌山 10%

５ ヵ 年 平 均 １１，２５６ － － －

２９年見通し １０，６００ － － －

２４年 ４，２１５ 212 213 202 静岡 42%
２５年 ４，３４２ 231 241 221 和歌山 19%
２６年 ４，３１１ 155 180 167 愛知 16%
２７年 ３，７０９ 247 220 213 三重 11%
２８年 ４，０７７ 276 269 244 熊本 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，１３１ － － －

２９年見通し ３，８００ 250 250 240

２４年 ２，７９２ 177 200 197 岐阜 64%
２５年 ２，１１０ 274 292 294 三重 12%
２６年 ２，４１６ 224 236 240 愛知 12%
２７年 ２，４９１ 219 245 257 和歌山 10%
２８年 ２，３８０ 265 269 291 奈良 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，４３８ － － －

２９年見通し ２，５００ 230 250 270

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に、三重、愛知などから入荷
する。やや遅れがあるが、概ね順調な生育
で、前半は三重などの次郎柿、下旬は岐阜
の富有柿がピークを迎える。一方で、10月
下旬の台風による品質低下が懸念材料。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

か

き

１８８
２８５
２２６
２３８
２７７

２４０

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に、和歌山、愛知、三重など
から入荷する。全体的に遅れが見られてい
たが、上旬から静岡などの早生の入荷も始
まる。早生の階級はＭ中心の産地が多く、
出始めの量はやや少ない見通し。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年をやや下回る見込み。

み

か

ん

２０６
２２８
１６７
２２４
２５９

２１６

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、岐阜、愛知などから入荷する。品
目はみかん、柿、りんごなどが中心。前年
は台風等によりりんごが大幅に減少した。
本年は10月中旬時点で極端な増減はない
が、下旬の台風による落ち込みと品質低下
も懸念される。入荷量は前年をわずかに上
回り、価格は前年をかなり下回る見込み。

果

実

計

２３８
２８３
２５６
２８２
３１４

２７３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

注：平成28年の４月は入荷無しにつき単価は0円/kgで表記
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１０月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４９，４８２ 237 249 262 愛媛 17%

２５年 ４５，９２０ 282 290 299 長崎 10%

２６年 ４５，７３４ 259 267 278 山形 8%
２７年 ４４，０２２ 277 295 316 和歌山 8%

２８年 ４４，６０４ 352 322 315 熊本 8%

５ヵ年 平均 ４５，９５２ － － －

２９年見通し ４５，５００ － － －

２４年 ２１，１７０ 220 236 235 愛媛 35%

２５年 ２１，８１２ 233 251 243 長崎 20%
２６年 ２０，５１３ 193 209 200 熊本 16%

２７年 ２０，４９５ 246 247 239 和歌山 14%

２８年 ２１，２２２ 254 239 238 佐賀 7%

５ヵ年 平均 ２１，０４２ 223 236 230

２９年見通し ２０，６００ 240 250 260

２４年 ９，３２６ 183 179 181 新潟 18%
２５年 ７，０５２ 279 276 269 奈良 15%

２６年 ７，２７８ 209 209 229 愛知 14%

２７年 ６，７７６ 185 226 246 和歌山 10%
２８年 ７，３７０ 274 251 272 岐阜 10%

５ヵ年 平均 ７，５６０ 224 225 236

２９年見通し ７，３００ 260 270 280

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　「平核無」、「富有」、「次郎」等が入
荷する。一部産地では10月の長雨により玉
肥大が進んでいるが、全般に前年より小玉
傾向となっている。台風21号により奈良、
和歌山ではほ場や選果場に被害が発生して
おり、出荷終了が早まる可能性がある。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

か

き

１８１

２７５

２１３
２１２

２７０

２２８

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛、長崎、熊本中心に入荷。極早生か
ら早生へ切り替わる時期となるが、極早生
は10月中旬以降の降雨で出荷が遅れた産地
もあり、しばらくは極早生と早生の平行し
た入荷が続く見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。

み

か

ん

２３１
２４４

２０１

２４４
２８９

２３０

２８６  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かき等が入荷する。各
品目とも潤沢な入荷が見込まれるが、10月
中旬から荷動きの悪い状態が続いており、
中旬までは厳しい販売が懸念される。中旬
以降は荷動きが改善してくる見込み。
  入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計
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２６８

２９６

３３２

名古屋市中央卸売市場東京都中 央 卸売市場
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切　花　・　鉢　花　の　1　1　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１０月３１日現在）

２４年 １，８１９ ４４
実 ２５年 １，７１３ ５８

２６年 １，６６０ ４４
績 ２７年 １，８７５ ３７

２８年 １，８２６ ４５

１，７７９ ４５

１，７５０ ４５

概

要

２４年 ７３１ ２６
実 ２５年 ７８８ ３７

２６年 ８０８ ３４
績 ２７年 ９８０ ２０

２８年 ７５３ ３０

８１２ ２９

７５０ ３０

概

要

２４年 ８７１ ４２
実 ２５年 １，１７３ ３９

２６年 １，０２４ ３７
績 ２７年 １，１４４ ２９

２８年 １，０５２ ３５

１，０５３ ３６

１，０５０ ３５

概

要

２４年 １２０ １１１
実 ２５年 １４８ ８５

２６年 １５７ ７５
績 ２７年 １７５ ５４

２８年 ９６ １５９

１３９ ９０

１１０ １００

概

要

２９年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷する。台風の影響や気温低下で前半はかなり少なく、中旬
以降増える。業務中心に販売。中旬まではブライダルの引き合いがかなり強く、相場は月
の前後半でかなり違う。

　愛知、奈良、沖縄から入荷する。沖縄からの入荷が始まるが、10月の台風の影響が心配
される。天候不順と低温傾向のため、例年よりも落ち着いた入荷になると思われる。

５ヶ年平均

２９年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　長野、愛知、北海道から入荷する。高冷地産は８月前半の低日照と10月の悪天気により
激減。暖地産も少し遅れ気味だが、天気が回復すれば一気に出てくる見込み。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、三重、沖縄から入荷する。秋冬品種に切り替わり、沖縄産も出荷始まる。10月の
台風や天候不順により例年と比べて少なめに推移すると思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２９年見通し

５ヶ年平均

２９年見通し

単位：千本、円／本
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２４年 １２２ １２２
実 ２５年 ３３５ １７２

２６年 ２９２ １５８
績 ２７年 ３０７ １５２

２８年 ２６２ ２０２

２６４ １６６

２７０ １８０

概

要

２４年 ５１８ ７７
実 ２５年 ４８８ ９６

２６年 ４９０ ７５
績 ２７年 ４９９ ６２

２８年 ５１５ ７８

５０２ ７７

５００ ７５

概

要

２４年 ９９７ ８５
実 ２５年 ９４０ ９０

２６年 ８３８ ８５
績 ２７年 ８１７ ７７

２８年 ８５１ ８４

８８９ ８４

８６０ ８０

概

要

２４年 １，７８６ ４３
実 ２５年 １，７０２ ４７

２６年 １，５５０ ４４
績 ２７年 １，４６９ ４５

２８年 １，５０２ ４６

１，６０２ ４５

１，５００ ４５

概

要

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

ば

ら

５ヶ年平均

２９年見通し

　愛知、三重、和歌山、岐阜を主体に入荷する。天気が安定しないため、収量は若干不安
定となる。週末の日柄もよく、相場は堅調に推移する。

ゆ

り

５ヶ年平均

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２９年見通し

　愛知、鹿児島、高知、徳島等の国内産と輸入品となる。10月中旬までの日照不足、長雨
の影響が、11月に入って顕著に出てくると思われる。シンビジウム、カトレア等は若干遅
れ気味の出荷が予想される。

２９年見通し

　オリエンタルは高知、新潟、宮崎、埼玉からの入荷。気温が低く、前半は出荷少ない。
中旬以降増加する。ＬＡは埼玉、高知中心に入荷。昨年よりやや多い出荷となりそう。鉄
砲は高知、鳥取から入荷。生産減少でやや少ない。業務を中心に販売で、後半まで強い動
き。10月の２つの台風の影響も懸念される。

２９年見通し

　静岡、長野、岐阜を中心に入荷する。稽古向けの需要は少ないが、11月になり、クリス
マス花材は堅調な動きを見せる。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　10月23日現在）

２４年 １６，４６５ ７８９

実 ２５年 １２，９５２ ８５６

２６年 １１，５２４ ７８２

績 ２７年 １１，８８９ ８１５

２８年 １１，１３３ ７１９

１２，７９３ ７９４

１１，０００ ７２７

概

要

２４年 ４９，６９４ ４１５

実 ２５年 ３８，７０６ ４２４

２６年 ３６，５７２ ４０４

績 ２７年 ３５，６８１ ４３５

２８年 ３８，３２１ ４５４

３９，７９５ ４２６

３５，０００ ４５７

概

要

２４年 ８１４，８７０ ２８０

実 ２５年 ８６６，４５８ ２７６

２６年 ８５０，０００ ２７１

績 ２７年 ８０６，９７６ ２８２

２８年 ７０４，９１０ ２８５

８０８，６４３ ２７９

７００，０００ ２８６

概

要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド

ラ

セ

ナ

類 　入荷量は昨年並もしくはやや減少か。愛知県産が中心で輸入原木の減少から入荷も減る
見込み。価格面についての相場は安定する見込み。サイズは６号～７号が中心で８号以上
は少ない見込み。昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知
（55.7％）、２位鹿児島県（21.3％）、３位三重県（8.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２９年見通し

５ヶ年平均

２９年見通し

シ

ク

ラ

メ

ン 　入荷量は昨年並か。サイズ別では４～５号が減少傾向にある一方で、３号ガーデンシク
ラメンは入荷増の見通し。上旬より４～５号鉢を中心に入荷が増え始め、下旬には出荷の
ピークとなる。天候次第ではあるが価格は昨年並に推移すると予想。昨年11月の主要県の
入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（30.4％）、２位長野（25.5％）、３位群馬
（5.8％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より大幅に減少か。愛知、関東ともに生産量減。荷主減が影響している。
消費動向が小鉢化傾向にあるため、3.5号～４号の価格は安定、５号以上は厳しいと思われ
る。全体としては、入荷量の減少に伴いやや上向きと予想。昨年11月の主要県の入荷実績
（金額ベース）は、１位愛知（75.5％）、２位埼玉（16.2％）、３位茨城（5.8％）となっ
ている。

５ヶ年平均

２９年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２４年 ５７，５９３ ２，４４７

実 ２５年 ６６，４９９ ２，３５３

２６年 ６１，１９９ ２，１９８

績 ２７年 ６０，１５４ １，９８０

２８年 ５１，４３０ １，９７７

５９，３７５ ２，１９８

５１，０００ １，９６１

概

要

２４年 ３８，３５０ １７９

実 ２５年 ３２，０１２ １７３

２６年 ３３，７５４ １７４

績 ２７年 ３４，２１４ １５０

２８年 ２９，７８０ １８８

３３，６２２ １７２

２９，０００ １８８

概

要

２４年 １，０８５，１３０ ４９

実 ２５年 ９３９，２４０ ４９

２６年 ９９０，９３４ ４１

績 ２７年 ９７８，６１１ ４３

２８年 ８１２，４４１ ５４

９６１，２７１ ４７

８２０，０００ ５２

概

要

シ

ン

ビ

ジ

ウ

ム

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

２９年見通し

　入荷量は昨年より減少か。10月を境に少なめになる見込み。より一層の花の咲き方に気
を遣っていただき、配色をオレンジ系を少なめ、ピンク、赤系を目立つように、また少量
で黄色系を忘れずにお願いしたい。昨年11月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位
岐阜（52.1％）、２位埼玉（36.5％）、３位茨城（3.5％）となっている。

２９年見通し

　入荷量は昨年よりも減少か。昨年11月の売れ行きが不調で12月の販売が好調だったこと
もあり、今年は生育を遅らせている。その影響もあり11月は商品バリエーションが少なく
なる可能性があるので、生産側は商品提案を随時していくと良いかと思われる。昨年11月
の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（62.1％）、２位高知（6.7％）、３位徳
島（6.0％）となっている。

卸売価格

２９年見通し

　入荷量は昨年より増加か。10月20日以降での出荷量は増加と予想、歩留まりが良いので
出荷が多いが単価面では厳しくなる見込み。品質は昨年より良品が出荷できそうである。
昨年11月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（43.5％）、２位三重
（15.0％）、３位奈良（9.5％）となっている。

パ

ン

ジ

ー

５ヶ年平均

カ

ラ

ン

コ

エ

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №533 

平成２９年１１月発行 

農林水産部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


